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	応用
	抗原情報
	背景
	ミエロペルオキシダーゼ（MPO）は、骨髄細胞分化の過程で合成されるヘムタンパク質であり、好中球のアズール顆粒の主成分を構成しています。一本鎖の前駆体として産生されたミエロペルオキシダーゼは、その後、軽鎖と重鎖に切断されます。成熟したミエロペルオキシダーゼは、2本の軽鎖と2本の重鎖からなる四量体です。この酵素は、好中球の殺菌活性において中心的な役割を果たす次亜ハロゲン酸を産生します。 [RefSeq提供、2014年11月],触媒活性：Cl(-) + H(2)O(2) = HOCl + 2 H(2)O.,触媒活性：供与体 + H(2)O(2) = 酸化供与体 + 2 H(2)O.,補因子：ヘテロ二量体あたり1つのカルシウムイオンと結合します。,補因子：ヘテロ二量体あたり1つのヘムB（鉄プロトポルフィリンIX）基と共有結合します。,疾患：MPOの欠陥は、ミエロペルオキシダーゼ欠損症（MPD）[MIM:254600]の原因です。MPDは、播種性カンジダ症を引き起こす常染色体劣性欠陥です。,機能：多形核白血球の宿主防御システムの一部であり、幅広い微生物に対する殺菌活性を担っています。刺激を受けたPMNにおいて、MPOは次亜ハロゲン酸（主に生理的条件下では次亜塩素酸）およびPMNの殺菌活性を大幅に高めるその他の毒性中間体の生成を触媒します。,オンライン情報：MPO変異データベース、オンライン情報：ミエロペルオキシダーゼエントリ、類似性：ペルオキシダーゼファミリーに属します。XPOサブファミリー。,サブユニット：2つの軽鎖と2つの重鎖からなる四量体。,
	研究分野
	免疫学
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	MPO 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	MPOポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

